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成の方法について述べる。 3HeTイオンが ECR イオン源から引き出される。 Na原子の最外殻電子は円偏光のレーザー




よって作られた He原子の励起状態から発せられる389nm の光が用いられた。この光は He原子の3 3 P準位から2 3 8 準
位への遷移に対応する。この光の円偏光度は 3He の核偏極度に比例し，比例係数は0.207 と計算された。
上に述べた方法を用い， 3He の核偏極度を測定した結果，核偏極度o.0415 i: 0.0061 ，ビーム電流40nA の 3He+ ビー
ムが得られた。このときの実験条件は He2+のエネルギーが20keV，電流が2μA ， Na の偏極度が0.30 i: 0.05，厚さが3
X10 13個/cnfで、あった。ビーム薄膜分光法で、得た核偏極度と Naの偏極度の比を測定した結果，弱磁場遷移の効率か
らさらに0.259 士 0.083の割合で偏極度の減少が見られた。
これは主に電子を捕獲して作られる He+の励起状態で、の L8 相互作用によるものであろうと考えられた。 L8 相互
作用による減偏極は Na 原子の電子が He+ の3d準位に捕獲されると仮定すると 0.301+0.201A CO 1 とあらわされる。こ
こでAC01 は3d 準位の整列をあらわす量である。
A COl は入射エネルギーに依存する可能'性を持つ o A COl が大きな値を取るエネルギーがあるかどうか調べるため
3He 2 +の入射エネルギーを変えて，核偏極度の測定を行った。入射エネルギーが20から28keV の領域では，偏極移行
効率に対して大きな変化は見られなかった。
この原理に基づいた偏極イオン源によって強力なレーザー，強力な ECR イオン源を用いることにより，偏極度お
よそ0.15，電流値60μA の偏極 3He+ ビームが得られると期待できる。急速磁場反転法を用い 3He 2 +'こイオン化する










分実用に供せられる。又この方法は普遍的であるため他の核に対して適用出来， 13C, 15N では核偏極0.18の核偏極
ビームが得られることが分かる。
この偏極イオン源の出現は自然科学における偏極現象の解明に多大のインパクトを与える。よって本論文は博士
(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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